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緩
速
ろ
過
の
新
し
い
動
き
、
新
し
い
名
前
、
生
物
浄
化
法 

ス
リ
ラ
ン
カ
・
コ
ロ
ン
ボ
で
緩
速
ろ
過
研
修
会 

緩速ろ過は生物群集による浄化で、 
生物浄化法と言う必要があると解説をした。 



 

現
場
技
術
者
に
、
現
場
と
、
講
義
を
し
た
。 

私の話を聞いた人が、スリランカの現状を見てと頼まれ、
再度、スリランカへ。 



 

日本では、階段式のエアレーターは見た事が無かった。 

貯
水
池
の
水
面
に
は
白
い
泡
。
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
光
合
成
を
し
て
も
、
窒
素
不
足
だ
と
、
蛋
白

合
成
が
で
き
ず
、
細
胞
外
に
有
機
物
を
排
出
す
る
現
象
が
あ
り
、
そ
れ
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。 

スリランカでは、最初にエアレーション（曝気）
をするのが常識のようだった。 



 

河
川
に
堰
を
つ
く
り
、
取
水
。
濁
り
水
対
策
で
、
最
新
の
上
向
流
粗
ろ
過
が
あ
っ
た
の
に
驚
い
た
。 

前年に、私の講演を聞いていたので、歓迎してくれた。 

スリランカでは、昔から貯水池建設が盛んであったようだった。 



 

緩速ろ過、粗ろ過の構造もおかしい。援助国の技術
者が、緩速ろ過や上向き粗ろ過の仕組みを理解して
いないで、設計したと考えられた。 

何
で
、
こ
ん
な
に
細
長
い
緩
速
ろ
過
池
な
の
か
、
設
計
思
想
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。 

上向流粗ろ過の管理方法に、問題があった。 



 
中本は、バングラデッシュに上向流粗ろ過を勧め、
その生物群集の役割を教え、現地スタッフも仲間
に伝えてくれた。 

粗
ろ
過
指
針
が
１
９
６
６
年
に
出
さ
れ
、
中
本
も
早
速
実
験
を
し
た
。 

薬
を
使
わ
な
い
上
向
き
粗
ろ
過
は
１
９
８
８
年
の
ロ
ン
ド
ン

の
国
際
会
議
で
発
表
さ
れ
、
注
目
さ
れ
た
。 

薬品を使わない濁り対策で上向き粗ろ過が開発さ
れたが、その仕組みの理解が進んでいなかった。 



 

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
エ
ア
レ
ー
タ
ー
は
常
識
と
い
う
の
を
再
認
識
し
た
。 

緩速ろ過という名前では、生物群集による浄化とは認識されない。
やはり、生物浄化法という名前にしないといけないと再認識した。 

スリランカでも、熱帯の泥水でも、上向流粗ろ過を３段で、緩速ろ
過に向く水にし、現地の人が維持管理できる仕組みを教えた。 



 
日本語解説本、英語解説冊子もだした。 
『おいしい水のつくり方－２』は最新の解説冊子。 

いろいろな、エアレーターがあった。 

１
９
７
４
年
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
緩
速
ろ
過
指
針
を
出
し
た
が
、
日
本
で
は
、
私
の
本
し
か
解
説
が
な
か
っ
た
。 



 

日
本
は
緩
速
ろ
過
に
向
い
て
い
る
水
源
が
多
い
。 

濁り対策で、生物群集が嫌がる凝集剤を使いだしたのが、緩速
ろ過はダメとの誤解につながった。 
山国の日本では、沈殿池があれば、凝集剤は必要なさそうだ。 

緩速ろ過が完成した時から、濁り対策で、沈殿池があった。 



 日本で生まれた生物浄化法の考えが、世界中に広まりだした。 

緩
速
ろ
過
は
、
生
物
群
集
の
活
躍
で
、
刺
激
が
な
い

お
い
し
い
湧
水
を
人
工
的
に
つ
く
る
仕
組
み
。 

薬を使わない緩速ろ過の方が、維持管
理が楽で、水質も良い。 

急
速
ろ
過
は
、
未
完
成
の
欠
陥
処
理
だ
っ
た
。 


